
資料- 4 影響評価調査項目

1、 河川環境 調 査

(1)調査項目

調査区聞 での調査項目は次の通りとする
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3、 難難 ・生育環境等 囚子
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河畔林 の状況
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4、=1=作 物 設 定 以 前 の遡1-.「「罫 侵
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落差、跳躍 のための水深及 び広が り

河川[.作 物等 の天端か ら水[tllまでの 高さ
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可児式表示

礫サ イズ 区分

① シrlザ ケ.:2～20cmの 大小の百礫が混 じ一.,ている乃Fl

② カラフ トマ ス、サク ラマ ス:3cm

② オ ショロコマ:2Cn1以 ドの石礫 の所

湧水箇所 が確認 された ら記録ゴ.る,

前後のイ1礫の所

.・

.

濁水等の流入

囚子

コマ)
一...}、

.

樹種構成(針 葉樹.広 葉樹の混交歩合 とする)、

河川延長 に対.してIFI∫111/i林が 占める割 合

枝沢の数

遡 肚.「背報
-..L

記録 過去のデータ収集 〔聞き取 り)

各河川の放流の有無の資料の収,集

.

〔2)調 査区間の定 め 方

ア,遡 ヒを阻害 している物 か ら、次 に五朔.Lを 阻害 して いる物の下まで 在 上区 ～.1し、III良次 区

間 を設定 し調 査を実方1巨す る。

ただ し、最 後の河川 【二fF物か らの区「田は 、 ヒ流の阻害 因子 まで と.1〕』るn

イ、支 流に河 川]二作物が ある場 合 は、本流 との分岐を起 点 として区間を設ける.

ウ、滝 な ど[/ISIi物が遡Lを 阻害 している場合 は、1L流 にII,J川i/作1「勿が あ./]'Cも 、調査

は終 了とす る。

(3)遡上を阻害している物の 基 準

落荒 が40Cm以 上の物 とす るu

*落 差 とは工作物等 の ド流 の水[酊か ら1:1㌍/勿等 の大端 まで をいう.
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2、土砂動態調査

〔(1)土砂生産源調査

O.nlha以.Lの[Illl曳 崩 壊 」.1[!、特 殊1己〕1]壊地 ,上[11すべ り」:山の位 置,簡 積,傾 斜,形 状,方1、 ン:,

崩.1衷深 及 び」;L〒1辺1・"・十1.1を調.査./1.る特

名.項 ド[の調 査 要 宣〔1は次 の通 り と.i】.る、,

調.i .要1唄

[II[1夏 百i…1-lfl[(り一1二　:i.1;11:　lr二;=1～1「ぐ音1;1・こ[又 ラ}.弓..キ「5L1各11S匡 　こ ま た1'うtる ±湯 合 トま 「 トー
.一)1ζ 」唱

「上 ・・.'中 」,「.ri'～ 下 .1と 区 分"j.る 、、

lt,,L〔:.m'以 ヒ1、 中 〔LS～:irn) ,緩(2♂ 以 ード)に 区 分'O一 る[

表 「断浸 食 型1深1千 「S?夫:駿型1岸 決 壊'lil打こ.分類 し,.1,.の.、謄rrl川多を毛更状.線 状.

貝 殻 状,側 枝,11t、{の 仙 に 区 分す る鷺

崩.咳['Llliのli難1.方向 を 呂力位 で区づ}すろ、、

平均崩 壊、残」IYI⊥砂量 、拡 大兄込み量等 をil'1.汕rヴ』る ]

全域天然林 であるが.崩 壌」.ω書」辺で特 徴的な 出現樹 種があれば林相区 分を

す る、,

(2)土砂 滞留調 査

o・011m以k蜘 「1末堆績地 の延長論1、 厚 さ、(.礫 構1}気を調査す る.:植 生が成立 して い

る堆 積地 では旨出現樹種 1階 層構 造 をi訂i†】査する"

各項1::]の調査て測 〔貞は次の通 りとする。

ー

「

ユ

延.長,

石 礫・描

IL.1.」1.現榿

訓 査 要 領

の延 .良、 幅,平 均厚 を 計測.i/.ζ)、,

/..瓦 小径1齋 芭載・」..る.

上 に1旧現する究三な樹.唖、及 び ..ヒ層階 の樹高 を記哉する[

が 複層 形の.場合 は「1{源層毎 に記 載.尋一る.,

(3)土砂流出調査

河L.1よ 「:ろlr吏.E流の既 設IlrJ川[1作物 よ りli〔〕DmL流 まで毛,ミ床縦 断測 量を爽方iliする =河 川

].二作:物の「17:置を把握す る とt.ヒもに .そ の落差 を測 履す る、.それよ り1=流 区「llrではi 'OOO分

の1基 本図の.t..iンタ.を 川 いて.縦断図 を作成する ,ま た、1..ヒ砂の流Illl速度 を.1.巴握 一」一るため

に水 量訓 査を実;施す る.,

なお縦 断図 と河1「1に「個 勿の堤 高,落 ノ裳等 よ り.河 川1:"・,物設置以前の1ヲ1床縦断線 を推ユヒ

し、河床変 化及 び河川1/作 物の堆1沙最を捌握す る、,
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3、保全対象施設調査

河川工作物が対象とする保全施設（橋、道路、集落等）の位置等の現状を把握する。
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